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分散処理指向の｢日立パーソナルワークステーション2020+
HitachiPersonatWorkstation2020forDistributed Processing

OA化の浸透に伴い,オフィス機能の効率向上を図るため,多機能ワークステーシ

ョンに対する機能の充実,及びホストコンピュータとの連携強化によるワークステ

ーションへの負荷分散が求められている｡

これらのニーズにヌ寸し,日立パーソナルワークステーション2020では,各種OAソ

フトウェアの統合をはじめとし,定形事務処理用OAソフトウェア,ホストコンピュ

ータとのより密接な連携を図ったマイクロメインフレーム結合用ソフトウェアなど

をサポートし,新しい形態での分散処理に力を発揮できるようにしている｡

本稿では,2020の製品概要及びその利用形態について紹介する｡

m 緒 言

OA(オフィスオートメーション)化の進展は,パーソナルコ

ンピュータの出現とともに急激に加速,浸透の度合を高めて

きたが,最近OAがオフィスの個人から部門あるいは全社的シ

ステムへと発展するにつれ,従来素材を提供してきたパーソ

ナルコンピュータ単体では,ホストコンピュータとの接続あ

るいはデータの交換性で十分な対応が困専牡になりつつある｡

日立パーソナルワークステーション2020(以下,2020と略す｡)

は,このような市場の要望にこたえて,パーソナルコンピュ

ータ機能を包含し,更にホストとの密結合,定形事務処理能

力の強化,複数機能の同時実行などの機能を合わせもつOAワ

ークステーションとして開発したものであり,従来からの多

機能機である｢T-560/20パーソナルステーション+,｢日立パ

ーソナルターミナルPT-1/EX+との墾ノ針生,移行性について

も十分考慮されている｡

本稿では,2020の製品概要及び利用形態について解説する｡

2020の外観を図1に,ハードウェア仕様を表1に示す｡
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をデザインコンセプトとLている｡システム装置は縦置きも可能である｡
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表1 2020ハードウェア仕様 80286による高速処理を実現L,豊富な

オプションが用意されている｡

項 目 内 容

シ

ス

テ

ム

装

置

プ ロ セ ッ サ 80286

メ モ リ 容 量 1Mバイト

日 本 語 ROM +lS第l,第2水準標準実装

7

ア

イ
ノレ

内 フロッピーディスク 5.25･[2台 l 5･251∩】台

蔵ハードディスク いOMバイトl台IzoMバイト1台

増 7[]ツピーディスク 5.Z51∩-を台又は81∩を台

設ハードディスク L 20Mバイト40Mバイト65Mパイ=台

内j敬オプシ ョ ン

RAMディスク=Mバイト),グラフィック機構(ACRTC)

制御装置アダプタ(T-560′′′20TCE,L.MシリーズLTCE接続用)

コミュニケーションアタフタ(調歩･SYN･フレーム同期,

300～9.608bps,専朴加入電話･DDXパケットサービス)

RSZ32Cアダプタ(3ポート),内蔵モデム(l.ZOO･2,400bps)

入力デバイスアダプタ,イメージスキャナアタフタ

丁‾

イ

ス

プ

レ

イ

装

置

表 示 素 子 121n･15】∩モノクロームCRT又はカラーCRT

表 示 色 グリーン･アンバー･カラー(7色)

表 示 文 字 数
英･数字.仮名80字×24行=し928字ノ′画面,

漢字40字×Z4行=960字/′1画面

文 字 フ ォ ント

英･数字.仮名8ドット×16ドット,漢字柑ドット×16ドット

=21nCRT)

(横×縦) 英･数字,仮名IZドット×24ドット,漢字24ドット×24ドット

(151nCRT)

文 字 種
英･数字,仮名.153種(スペース含む),

+lS第l,第2水準約7-000種

表 示 属 性 ブリンク,リバース.拡大(横2倍,縦2倍,縦横2倍),けし､繰7種

グラフィック解像度 720ドットX480トソト=2rnCRT).

(横×縦) =ZOトット×720トソト=5■11CRT)

カ ー ソ ル 表 示
アンダーライン,ブリンキングアングライン,リバースブロック,

ブリンキングリバースブロック

キ
ー

ボ
ー

ド マ ウ ス JISC6233準拠･機械式2ボタン

プ

リ

ン

タ

印 字 方 式 ワイヤドットインパクト方式 熱転写方式

印 字 密 度 180ドット′･′ln 160ドット/ln 180ドット/m

印

字

速
度

英･数字,仮名 60字/秒 90字′/秒 I10字′/秒 90字ノ秒 60字′/秒

漢 字 40字′/秒 60字.′′秒 75字/′抄 60字/′′秒 40字′′抄

高 速 漢 字 80字′･′秒 120字/秒 150字.′′秒 100字//秒

印字文字フォント 漢字24ドット×24ドット,英･数字,仮名12トソト×Z4トノト(横×縦).･･′

印 字 文 字 数 漢字88享.ノ′行.英･数字,仮名132字/′行

使 用 用 紙 連続I眠･単票 単票

自 動 給 紙 あり(オプション)

付 加 機 構

HT41710CR,HT-5530キャリングターミナル,セキュリティキー.

リモートパワーオフ横構ノ(-コードリーグ,磁気カードリーグ.

OCRハンドリーグ

1主:略語説明

ROM(Read O叫Memory),RAM(Random Access Memory).

ACRTC(Advanced CRT Conlro】ler),CRT(Cathode Ray Tube),

DDX(D■g■talData Exchange),OCR(光学文字読取り装置)

*

日立製作所旭工場
**

日立製作所コンピュータ事業部 ***日立彗削乍所神奈川工場
****

日立鮒乍所ソフトウェア工場
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臣l システムの特長

2.1豊富な接続形態･容易な追加導入

スタンドアロン形態で,OAソフトウェアを中心に活用する

場ノ合のほか,図2に示すとおりHITACホストコンピュータは

もとより,他社ホストコンピュータとの接続も可能であり,

多様なシステムに対応できる｡特に,HITACホストコンピュ

ータとの接続では,既存のT-560/20端末と混在して設置でき,

容易な追加導入を可能としている｡

●HSCl,3

●HNA

M･L･Dシリーズ

ホストコンピュータ

BYMPX

チャネル
直結

他社ホスト

LTC

接続

LTC

丁-560/20
TCE

鯵
2020

専用サービス

(旧特定回線)

DDX

●パケット
HNA

T-560/20TCE

●HSC3

●HNA

●パケット
HNA

●回線交換
HSC

揆芸
[コ

T-560/20TCE

T-560/20

2020

嬰
加入電話サービス(旧公衆回線)

HNA公衆
HSC2

●調歩

餞｡ ト560/20
ステーション

鯵

専用サービス

●SNA

●BSC

●調歩

T-560/20
2020 ステーション

加入電話サーピ

●SNA

●BSC

●調歩

ト560/20
7‾-ン′ヨン

嬰

簸 020

簸2｡
注:略語説明

BYMPX(Byte Mul叫exer Channeり

LTC(LocalTCE)

HNA(HitachiNetworkArchitecture)

HSC(HitachiSynchro【0US Comm山cat】0∩)

SNA(System Network Architecture)

BSC(Bi=arySynchronousCommunication)

DDX(Digita=〕ataExchange)

図2 2020のホスト接続形態 HITACホスト以外にも.他社ホスト接続

手順,商用データペース接続手順を豊富に準備Lている｡
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2.2 80286マイクロプロセッサと高速グラフ制御

一般の16ビットパーソナルコンピュータが使用しているIntel

社の808670ロセッサに対し,2020ではその上位プロセッサ80286

を採用しており,従来機種に対し大幅な性能向上を実現して

いる｡

また,グラフィック制御に関しても日立製作所が独自に開

発した約2万3,000ゲートのCRT(CathodeRayTube)制御用

LSIであるACRTC(AdvancedCRT Controller)を採用して

おり,従来機に対し大幅な表示性能向上を実現している｡

2.3 多様なファイルシステム

5･25inフロッピーディスク2台のフロッピーディスクシステ

ムをはじめとし,内蔵ディスク(10Mバイト･20Mバイト)を

用意したディスクシステム,更に増設用ファイルとして,5.25

in･8inフロッピーディスク装置,20Mバイト･40Mバイト･

65Mバイトディスク装置を準備しており,最大ファイル容量

88Mバイトと定形業務にも十分対応できるファイルシステム

を提供している｡

更に,1Mバイトの答量をもつRAM(Random Access

Memory)ディスクも準備きれており,ディスク,フロッピー

ディスクの代わりにワークファイルなどとして利用すること

により,ファイル処理の性能向上を可能としている｡

2.4 デュアルジョブ,マルチタスク及びマルチウインドウ

2020を制御する新オペレーティングシステムHトMOS

(HitachiM山tipleOperatingSystem)はMS-DOS※1)v2･

11を内蔵しており,MS-DOSのアプリケーションプログラム

であるOAジョブ(OFISシリーズソフトウェアほか)と,ホス

トコンピュータとの整合性をもつCOBOLジョブの同時動作が

可能なデュアルジョブ機能,デュアルジョブと同時にT-560/

20オンライン機能とスプール印刷機能が同時動作可能なマル

チタスク機能,デュアルジョブとT-560/20オンライン機能の

画面の同時表示を可能とするマルチウインドウ機能(画面分割

方式)をサポートしており,1台乃役を同時実行可能としてい

る｡園3にデュアルジョブ,マルチタスク,マルチウインド

ウの関係を示す｡

[亘亘亘空亘](最大3)

…論理画面

圏①
‥･‥実画面

H卜MOS

T-560/20
オンライン

デュアルジョブ

MS-DOS

OAソフト
OFISシリーズ

ジ]ブ

L_

マルチタスク

‾‾‾‾｢

雪フ苧ぎ
三三三ユ

COBO+

プログラム
ジョブ

スプール
制 御

スプール
印刷

注:略語説明

HトMOS(HitachiM山叫e
(最大4) OperatingSystem)

図3 デュアルジョブ,マルチタスク,マルチウインドウの関係

最大2本のジョブ,4本のタスク.3個のマルチウインドウを実現できる｡

なお,MS-DOS下のプログラムの代わりにCOBO+プログラムジョブを実行L,

COBOLプログラムによるデュアルジョブを行なうことも可能である｡

※1)MS【DOSは,米国マイクロソフト社の商標である｡



2.5 0Aソフトウェアの統合

従来,作表,作図などの各OAソフトウェアは,個々に単独

で動作し,各々テし--タの受渡し機能を提供していた｡しかし,

各OAソフトウェアを連携させて仕事を進めようとした場合,

OAソフトウェアの切替えに時間がかかり,操作性も繁雑とな

るなどの問題があった｡

2020では,OFIS/MGR(Office Automation andIntel-

1igenceSupportProgram/Manager)により,各OAソフトウ

ェアを統合し,OAソフトウェアのデータの受渡し,連携動作

を簡単に行なえるようにしている｡OFIS/MGRを使用する利

点として次の例が考えられる｡

(1)OFIS/MGRにより,各OAソフトウェアの中断,再開が

行なえるので,作表処理の途中でワードプロセッサ処理を行

ない再び､作表処理に戻る,といったようなOAソフトウェア間

の連携使用効率,操作性が大幅に向上する｡

(2)各OAソフトウェアが表示する画面情報を切り出し,

OFIS/MGR経由でディスクファイル上のクリップボードに出

力し,このクリップボード上の切出しデータを,各OAソフト

ウェアで読み込み画面表示できるので,データの受i度しが簡

単に行なえる｡

(3)OAソフトウエア間の連携操作がOFIS/MGRのポップア

ップメニューの操作に統一されており覚えやすい｡

また,2020のOAソフトウェアでは,原則としてディスプレ

イ最下行にキーボードのファンクションキー対応のガイダン

スを常に表示し,操作性の統一を図っている｡

図4にOFIS/MGRの動作概念図を示す｡

2.6 定形処理用OAソフトウェア

従来,OAソフトウェアは,作表,作図,ワードプロセッサ

など,非定形的業務に対応して開発されており,定形事務処

理は,COBOLなど計算機の知識を必要とする言語で作成する

匡

起動 再開 切出しクリップ

ね

き

マネジャ機能

綿入八･刀

図面

部品

1.起動

2.再開

3.切出し

4.クリップボード

>選択して下さい｡

ファンクションキー

対応ガイダンス

｢‾

l

l‾‾｢

OFIS/MGR

OAソフトウェア

ポップアップメニュー表示

画面切出L

ロールインロールアウト

+

クリップボード

スワップ領域

l

+___-_____+

図4 0FIS/MGRの動作概念図 oFISノ/MGRは,各OAソフトウェアを

ディスクのスワップ領土或に口…ルインロールアウトすることにより.複数OAソ

フトウエアの実行を制御している｡
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必要があった｡

2020では,OAソフトウェアを扱う感覚で,だれでも手軽に

定形事務処理システムを開発できるようOFIS/FORMを用意

している｡

OFIS/FORMは,対話形式で画面,処理,印刷などの各種

定義を行なうことにより,伝票発行をはじめとする定形事務

処理システムを構築できる｡OFIS/FORMの特長を以下に示

す｡

(1)各種定義は,キーボード上のファンクションキー対応に

割り付けられた事務処理単位のコマンドにより定義できるの

で,従来のように命令を組み合わせてロジックを組み立てる

必要がない｡

(2)OFIS/FORM内に,画面作成機能,ソート･マージ機能

などをもっており,OFIS/FORMだけでシステムを構築でき,

他のユーティリティを必要としない｡

(3)作表処理であるOFIS/POLの表をまとめて台帳化し,処

理できる｡

(4)伝票発行から台帳の検索,更新処理まで,幅広い事務処

理分野に対応できる｡

OFIS/FORMの処理例を図5に示す｡

2.7 0Aソフトウェアメニューの充実

OAソフトウェアとして,前述のOFIS/MGR,OFIS/FORM

をはじめとし,マウスによる作画,編集機能に加え,イメー

ジスキャナからイメージを読み取り,編集を行なうOFIS/

DRAW,専用ワードプロセッサ並みの高度な文章入九編集,

校正機能をもち,レイアウト表示が可能なOFIS/WORD,マ

イクロメインフレーム用OFIS/TRANS,従来機よりサポート

している作表用のOFIS/POL,作図用のOFIS/CHARTを用

意し,メニューの充実を図って使い勝手の向上,性能強化と

合わせて適用範囲を拡大した｡

画面定義 処理定義

売上伝票

印刷定義

[ニコ
メッセージ表

笹∋′一′一

コード 商品名 単価 数量 金額

0011 リンコ 50

合計

ノー数量を入力Lて下さいっ

伝票発行処理

メッセージを自由に作成

台帳琶当唱表
売上日報

豊富な更新,検索･加工機能による日報,月報作成処理

売上伝票

図5 0FIS/FORM処王里例 oFIS/FORMにより,プログラミング知識

がなくても定形事務処理システムを構築できる｡
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2･8 マイクロメインフレーム結合とネットワーク機能

2020のT-560/20オンライン機能とOFIS/TRANSに,ホス

ト側プログラムプロダクトであるACE3(Available C｡m_

mandlanguageforEndusers3)ほかを組み合わせることに

より,ホストコンピュータのデータをもとにワークステーシ

ョンでのOA処理を可能とする,いわゆるマイクロメインフレ

ーム結合を実現している｡このマイクロメインフレーム結合

により,ホストでのテーブル形式データ,文書テ+タの保管,

ホストデータベースの検索結果をテーブル形式データとして

2020に転送し,2020のOFIS/POL又はOFIS/CHARTで加工

するなどを実現し,より簡単な操作でホストとの連携処理を

可能としている｡

ネットワーク機能としては,T-560/20オンライン機能をは

じめとする自社手順はもとより,IBMほかの他社ホスト手順,

日本チェーンストア協会手順など国内標準手順,DRESS綱を

はじめとする情報サービスセンタ手順などを豊富に準備し,

ネットワーク時代への対応を可能としている｡

周6にオンライン機能の概要を示す｡

2.9 強力な定形処理機能

ホストコンピュータと同じコード体系を取り扱うCOI∋OLは,

マルチキーISAM(IndexdSequentialAccessMethod)を取

り扱うことができ,かつデュアルジョブ機能を使用し,COI∋OL

2本と同時実行させることができるため,定形処理に大きな

威力を発揮する｡

また,2020は入出力機器として,小形で低価格なワークス

テーションOCR(光学式文字読取り装置)HT-4171(図7)をは

じめとし,キャリングターミナル,磁気カードリーグ,バー

コードリーグ,OCRハンドリーダなどの接続ができ,種々の

定形業務への対応が可能である｡

2.10 エルゴノミクス対応の優れたデザイン

2020では,人と機器とオフィスの調和を目指し,使いやす

さ,見やすさ,省スペースを図8に示すとおり実現している｡

また,プリンタ系でも熱転写プリンタを用意し,低騒音を可

能としている｡

国内標準手順

取引先データ交換標準手桶(+CA)
全銀協′しソナルコンピュータ標準
プロトコル ＼

ニさQ
T-560/20オンライン

●丁-560/20オンライ
●丁-580/20オンライ

●丁-560/20オンライ

ン/クラスタ(グラフ)
ン/HNA特定(グラフ
ン/HNA公衆(グラフ

T-580/20オンライン/HNADDX(グラフ)
T-560/20オンライン/HSC2(グラフ)

T-560/20オンライン/HSC3(グラフ)

乙0
情報サービスセンタ手塀

●DRESS

[呂こ;…::…芸
●DRESS(DEMOS):COMイSS

0

商用データベース

ダウジョーンズ.

+OIS

筈憲琵…冒ミラ…言罠漕
●3770RJEエミュレータ/SNA公衆

●3770RJEエミュレータ/SNA特定
●3780RJEエミュレータ

●3740手順(ファイル伝送ユティリテイ)

●HBTAM(BSCパッケージ)

H什AC手順

●コミュニケーションタスクマネジメント

●コミュニケーションタスクマネジメント/
HNA

●コミュニケーシ]ンタスクマネジメント/
HNADDX

●全銀協パーソナルコンピュータプロト

コル準拠BESTpc剛､合わせ■′

COM一丁SS

DATASTAR,NEWSNET,DATASOし〉E

PATOLIS

MARKロ

D仏+OG,lNKA,lSl,C】S

HINET

BRS,+lP一TSS

NEEDS一丁S

図6 オンライン機能 自社手順をはじめ,国内標準手順,他社接続手

順,商用データベース･情報サービスセンタ手順を豊富に用意Lている｡
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転

志㌔
iさ

図7 ワークステーションOCRの外観 手前がHT-4171ワークステー

ションOCRである｡2020のOCRユーティリティにより,多様な業務への対応が

可能である｡

チルト¢

上方向:150

下方向:50

スウイーベル②

左,右:各600

準転
ホームポジションの

高さ30mm以下④

5勺,10dの角度2段
調節可能⑤

視認性の高い平仮名表示⑥

田の字刻印⑦

フリッカレス(ちらつき防止)

16トノト×16ドット(12i【CRT)
60Hzノンインタレース

24ドット×24ドット=5i[CRT)
80Hzインタレース

反射防止処理(卦

∈≡袈参

軽量,薄形キーボード

＼

ク/

プ:ン/

コネクタはCRTチルト
台左側から接続⑧

置き方自在のコン
ポーネントタイプ

スタンドによる
床置きも可能

○

150

② ③

シリカコート.

④

3Ur【m

以下

-5D

600 600

⑤

108

50

⑥

誓言◇雪雲

⑦

｢壷1｢去1
+_+L_+

｢も1｢去1
L_+L_+

⑧

必L/

図8 エルゴノミクス設計 チルト.スウイーベルによる調整をはじめ

とし,各種エルゴ/ミクスを考慮している｡特にディスプレイ装置は60Hzノン

インタレース･80Hzインタレースの垂直周フ皮数を採用し,ちらつきを大幅に低

減Lて見やすさを向上Lている｡



2.11 豊富な流通ソフトウェア

MS-DOSのもとで動作する市販ソフトウェアとして,

dBASEII※2),Multiplan約,WORDSTAR削)をはじめとし,

170本以上を用意しており,更に:対象製品を拡大中である｡

田 利用形態

2020はオフィスの形態,機能に応じ,種々の利用形態に対

応可能である｡以下,2020の処理をOA処理,EDP(Electronic

Data Processing)処理に分け各々の利用形態及びOA処理と

EDP処理の連携について解説する｡

3.1 0A処理

2020では,単独でのOA処理はもとより,ホストと連携した

OA処理を実現し,OAの利用形態を大幅に拡大している｡

図9に2020のOA処理の利用形態を示す｡

(1)2020単独でのOA処理

2020上でOFISシリーズソフトウェアを使用することにより,

作表,作図ほかの非定形処理をはじめとし,OFIS/FORMに

よる定形事務処理までを,OA機器を取り扱う感覚で気軽に使

用できる｡更に,拡張BASICによる外部機器制御,流通ソフ

トウェアの利用が可能である｡

(1)2020上でのOA処理

[二重コ

OFISシリーズソフトウェア

[:二重更正:二]
流通ソフト

(2)ホストの電子キャビネット

ホスト

OFISTOP

NTEXT2｡

電
子
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

E]文書

OFISTOP

鯵
メールボックスを利用したOA処理

⊂垂⊂二]
T-560/20オンライン

OFIS/TRANS

OFIS/TRANS

テーブルデータ

メールボックス

凹 lN

丁-560/20オンライン

OFIS/TRANS

[∃こ
＼

鯵
OFIS/POL

OFIS/CHART

OF】S/WORD

鯵

鯵
⊂重工垂□

OFIS/CHART

OFIS/WORD

注:略語説明 NTEXT2(NihongoTextComposer2)

oFISTOP(OfficeTota=〕ocumentandProcessingSubsystem)
図9 0A処‡里の利用形態 2020単独でのOA処理はもとより,ホストシ

ステムのOA機能と連携し,OAの利用形態を拡大Lている｡

丼2)dBASEIIは,米国AshtonTate社の商標である｡

※3)Multiplanは,米国マイクロソフト社の商標である0

※4)WORDSTARは,米国MicroPro社の商標である｡
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(1)2020単独でのEDP処理

データエントリ

鯵

鯵

(COBOL)

バッチ

(COBO+)

伝票発行

(COBO+)
ファイル伝送

(2)ホスト集中のEDP処理

HITAC

ホスト

旧M

ホスト

T-560/20
オンライン

屡
OA

処理

漢字3270エミュレータ

3770/3780RJEエミュレータ

CTM

(3)ホストとの分散処理によるEDP処理

川TAC

ホスト

COBOL

ホスト,又は
他の2020

珍
浄

鯵
図10 EDP処王里の利用形態 20ZO単独,ホスト集中のEDP処王里のほか,

ホストとの分散処王里によるEDP処王里が実現できる｡

(2)ホストの電子キャビネット,メールボックスを利用した

OA処理

(a)ホストの電子キャビネットに2020で作成したOFIS/

POLのテーブル形式データ,OFIS/WORDの文書データを

登録,保管しておき,必要に応じて2020から保管データを

検索,取出しし,OFIS/POL,OFIS/CHART,OFIS/

WORDで再加工することができる｡

(b)電子キャビネットに保管してある文書データを,ホス

トの高速印刷装置により清書印刷できる｡

(C)電子キャビネットに保管してあるテーブル形式データ,

文書データを,メールボックス経由で他のユーザーにメー

リングできる｡

(3)図7には示していないが,ホストの意思決定支援プログ

ラムであるEXCEED(Ex∝utive Management Decision

SupportSystem)と2020間で,テーブル形式データの交換を

可能としており,EXCEEDで作成したテーブル形式データを

2020に取り込み,OFIS/POLで再加工するなどの利用形態を

とることもできる｡

3.2 EDP処理

2020では,単独及びホスト集中のEDP処理はもとより,ホ

ストと機能分散したEDP処理を可能としており,多様な利用

形態をとることができる｡図tOに2020のEDP処理の利用形態

を示す｡

(1)2020単独でのEDP処理
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マルチキーISAMを取り扱えるホストシステムとの整合性を

もったCOBOLにより,本格的定形事務処理が可能である｡デ

ュアルジョ7機能を利用できるので,データエントリ業務と

バッチ業務の同時動作,伝票発行業務とファイル伝送の同時

動作などが可能となり,定形業務を効率よく処理することが

できる｡

(2)ホスト集中のEDP処理

ホスト集中のEDP処理では,2020はノンインテリジェント

な端末,あるいはRJE(RemoteJobEntry)端末として動作す

るo HITACホストのほかIBMホストへの接続も可能である｡

HITACホストの場合,端末機能と同時に2020独自のOA機能

が使用できるので,端末の使用効率を上げることができる｡

(3)ホストとの分散処理によるEDP処理

CTM(Communication Task Management)を使用して,

COBOLプログラムを動かすことにより,ホストのOCP(Online

ControIProgram)下のMPP(Message Processing Pro一

軒am)とAP開通信が可能となり,ホストMPPと2020の

COBOLプログラムによる分散EDP処理が実現できる｡

3.3 0A処理とEDP処理の連携

2020では,OA処理とEDP処理の連携が可能である｡以下に

⊂二≡重工]
テ_ブル形式デ_タ ⊂三重コ

OFISTOP

ACE3

RDBF,RDBI

P[)MII,PDM

1F11

SAM,PAM

ファイル

FIT/HIFIT

SAM

ファイル

MPP

データベース

T-560/20オンライン

OF【S/TRANS

OFIS/POL
ファイル

(a)テーブル形式データ転送例

SAMファイル形式

OFIS/TRANS

SAMファイル

(b)sAMファイル形式データ転送例(1)

SAMファイル形式

FOP

SAMファイル

(c)sAMファイル形式データ転送例(2)

画面データ

(d)画面データ転送例

ト580/20オンライン

ホストアクセス機能

鯵
OFIS/POL

OF】S/CHART

鯵
OFIS/POL

[亘堕二]
拡張BASIC

鯵
OFIS/POL

OFIS/FORM

拡張BASIC

鯵
拡張BASIC

注:略語説明

2群諾竿諾∴蕊.慧言ミS昌｢㌫苫ヲ鳩?紆了光一竿.諾竿｢㌶…認ミミた｡｡｢｡gram,
FOP(FileT｢.ansmissio=On==eProgram)･MPP(M甲SageProcessj=gProgram)
RDBF(R叫0nalDataBaseFaoility),RDBl佃Iat叫DataBaseManagerl)
PDM(Pract■CalDataBase仙nager),PDMII(Pract■Ca=加taBaseManager工Ⅰ)
lF汀(lmmediateFileTransmJSSionProgram)

臥12020のOA処理とホストのEDP処理の連携
ホストとのテlタ

転送は･テーブル形式データ･SAMファイル形式データ･画面データの3種類

がある｡
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屡

屡

OFIS/PO+

OFIS/FORM

拡張BASIC

COBOL

マルチキ=lSAM

ファイル

SAM

ファイル

(a)データの受渡L

COBOL

OFIS/POL

OFIS/CHART

SAM

ファイル

OFIS/POL
ファイル

(b)OA処理とEDP処理の連続自動実行

臥2 2020内でのOA処理とEDP処理の連携 oA処理とEDP処‡里の

データの受渡Lは,SAMファイルにより行なう｡

その連携例を述べる｡

(1)2020のOA処理とホストのEDP処理の連携

(a)ホストの基幹データベース(EDPデータ)の内容を,エ

ンドユーザー言語を使用して検索,切出しし,2020にテー

ブル形式データとしてファイル転送して2020のOFIS/POL

で(OAテ+タとして)加工業務を行なうことができる｡また,

OFIS/POLのデータをホストのデータベースに格納(作成,

更新)できる〔図It(a)〕｡

(b)2020のOA処理のSAMファイルアクセス機能と,ホス

トデータベースと2020のSAMファイル間のファイル伝送機

能により･EDPデータとOAチエタの連携ができる〔図川b),

(C)〕｡

(C)拡張BASICのホストアクセス機能により,T-560/20オ

ンラインの画面と,拡張BASIC間でデータ転送が可能であ

り,ホストのMPPによるEDPデータと拡張BASICの取り扱

うOAデータの連携ができる〔図‖(d)〕｡

(2)2020内でのOA処理とEDP処理の連携

(a)OA処理のSAMファイルアクセス機能により,OA処理

とEDP処理間でのSAMファイル経由によるデータの受渡し

ができる〔図12(a)〕｡

(b)OA処理とEDP処理をカタログプロシジャにより連結

し･OA処理とEDP処理の連続実行ができる〔図12(b)〕｡

【l 結 言

新しいワークステーション2020について,OAソフトウェア

の統合･定形処理用OAソフトウェア,マイクロメインフレー

ム結合,優れたエルゴノミクスなどシステムの特長と,OA処

理,EDP処理での利用形態について解説した｡今後共OA化の

進展につれ,より多様化するユーザーニーズに対応すべく,

使いやすさの追求,LANなどシステム構成の多様化,ネット

ワ‾クの対応強化に力を注ぎ,製品展開を実施したいと考え

ている｡
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